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■主催者挨拶　
文化庁環境政策課長　清水明氏

　皆さん、おはようございます。
ご紹介いただきました、文化庁の
政策課長の清水と申します。文化

庁を代表いたしましてご挨拶をさせていただきます。
　今回『第３回創造農村ワークショップ』でござい
ますが、佐々木先生、パネリストの先生方、全国各
地からご参加の皆さん、本当にありがとうございま
す。また開催にあたりまして、準備にあたってこら
れた一般社団法人ノオトの皆さん、そして何よりも
田中町長はじめ木曽町の皆さんのご尽力に、この場
をお借りいたしまして感謝申し上げます。
　昨日この木曽福島の宿場町、開田高原などを視察
し、歴史あるクラシックの「木曽音楽祭」を鑑賞さ
せていただきました。その後の夕食会では、木曽の
お酒や地元の素材をふんだんに使った料理をいただ
きながら、木曽町や全国各地で創造農村、文化・芸
術創造都市計画づくりに取り込んでいらっしゃる皆
さんとお話し、各地で大変いろいろとご苦労しなが
ら、熱心に取り組んでいる皆さんのお話を伺う事が
出来て、本当に大変よかったと思っております。今
日、このワークショップで、全国の皆さんとのネッ
トワークを広めていくことが出来ることは参加者の
皆さんにとっても、また私どもにとっても大変嬉し

い事であると思っております。
　文化芸術の持つ創造性を活かして、産業振興や地
域活性化に取り組んでいる創造農村、文化芸術創造
都市というのは、大変重要な取り組みだと思ってお
りまして、文化庁としても平成１９年度から、文化
庁長官表彰の文化芸術創造都市部門といったものを
設け、その後もこの事業でありますとか、ネットワー
ク化の推進などに取り組んできており、木曽町も平
成２２年度にこの文化庁長官表彰の対象になったと
ころでございます。
文化庁といたしましては、今後もこの取り組みは重
要だと思っておりまして、実は下村文部科学大臣が
文化芸術の力が大事だということで、今年の５月に
文化芸術立国実現のための懇談会といったものを立
ち上げ、文化芸術立国の中期プランを作成しようと、
今進めているところでございます。
２０２０年までに、日本が世界の文化のハブとなる
事を目指そうと、文化予算についても倍増していき
たいとかなり意気込んでいるところでございます。
そのプランの中で、文化の力で地域を元気にすると
いうのが大きな柱の１つで、文化庁としても、文化
芸術創造都市推進事業について一層拡充したいと
思っております。また、芸術文化、文化財を担当す
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る部署で、創造都市・創造農村の取り組みについて
別枠を設けたり、優先的に採択したりとか検討して
いるところでございます。こういったことを通じま
して、全国の皆さんの活動につきまして、支援出来
たらと思っております。
本日は、この後のシンポジウムにて、各地の取り組
みについてお聞きするともに、意見交換などを通じ

て、このセミナーが、創造都市・創造農村のネット
ワークを広げる大きな力になれば幸いだと、思って
いるところでございます。
　簡単ではございますが、これで主催者としてのご
挨拶とさせていただきます。皆さん、よろしくお願
いします。

■開催地挨拶　　
木曽町長／木曽広域連合長／木曽学研究所顧問　田中勝已氏

皆さん、おはようございます。只
今、ご紹介をいただきました、木
曽町町長の田中と申します。木曽

学研究所の顧問という立場でもあります。本日の文
化庁主催でありますが、町も主催者に加えていただ
きましたので、ご挨拶を申し上げたいと思います。
　ようこそ木曽までお出で下さいまして、心から歓
迎申し上げます。
　私が佐々木先生を知ったのは、今から１０年ほど
前の平成１５年秋で、大分に向かう飛行機の中で、
出会いました。勿論、本人に出会った訳ではありま
せんで、私は飛行機の中で、井上ひさしさんがご出
身の山形県で開いておられた生活者大学校での講義
録が１冊の本になった『あてになる国のつくり方』
を読んでおりました。
その本の中に、イタリアのボローニャの街を引き合
いに出したまちづくりが紹介されており、末尾に「詳
細は『創造都市への挑戦』佐々木雅幸」と書かれて
ありました。これが私の最初の出会いでした。大分
に着いてすぐに、家内に電話をいれて本を直ちに取
り寄せるお願いをしました。これが先生の書物と出
会った最初であったと思います。
それから新しい年が明けた１月か２月でありました
が、突然、先生の訪問を直接受けることになりまし
た。先生はその当時、ＷＩＬＬ国際文化交流研究所
というＮＰＯの理事長をやっておられました。その
ＮＰＯの理事でこの町出身の太鼓センターの理事長
をやっておられる東さんが、佐々木先生と一緒に訪

ねて来られて、先生を紹介していただきました。私
がビックリして「先生の本、読みました。」と言っ
たら、先生もビックリされてですね、鞄の中から３
冊出されまして、私が「それです。」と言いました。
それからいろんな懇談をさせていただきました。
　創造都市論という考え方に共感しておりまして、
佐々木先生に「先生、これは都市の問題だけではな
く、農村でも同じことではないでしょうか？」と申
し上げましたら、先生は「まったくその通りです。」
と言われました。私は「実は、この町で木曽学研究
所というのをつくって、こうした運動とまちづくり
を進めたい、今までもやってきましたけれども、こ
ういう方向でやっていきたい」という話をしますと、
先生から励まされて、非常に感動したことを今でも
覚えております。その年の秋、平成１６年９月に、
木曽学研究所設立を目指して、第１回の木曽学研究
所設立総会を開催しまして、佐々木先生においでい
ただいて記念講演をしていただきました。
　その時のパネラーは、今日来られておられる前都
留文科大学教授の田中夏子先生、もう故人となりま
したがバイオリン製作者の木曽町でバイオリン作り
を始めたという、陳昌鉉先生。昨年お亡くなりにな
られましたが、東洋のストラディバリといわれた方
です。その後も毎年、１回～２回の講演会を開催
し、多才な皆さんにこの講演会にお出でいただきま
した。哲学者の内山節先生、故人になられましたが
木村尚三郎先生、湯布院で、まちづくりをやってお
られる中谷健太郎先生、富山和子先生。今日、お出
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でになっているのではないかと思うのですが、信州
大学の加藤光一先生、四国・馬路村の農協組合長の
東谷望史先生、岡田知弘先生。時松辰夫先生、滝坂
信一先生、向山明孝先生、竹内敬二先生。いろんな
多才な皆さんに、この間にお出でいただいて８年間
に１０回を数えました。
　この他に、公民館の講座として年１０回ほど、こ
の木曽に住むいろんな研究者の皆さんに、お願いを
して「木曽学講座」をずっと開いて参りました。町
ではこうした温故知新の学習だけでなく、実際の事
業をしようというふうに考えて町の活性化を願っ
て、創造的なまちづくりということを願っていろん
な活動をやって参りました。これについてはパネル
ディスカッションの方で、報告させていただきたい
と思っています。いろんな文化でいえば『木曽音楽
祭』。全国に例のないような「徹底した住民が主人
公のまちづくり」、「安心して暮らせるまちづくり」、

「交通システムの確立」の中身については、事例報
告の時にお話し申し上げたいと思っております。
　私の町長在職１６年間は、創造都市論の理念に励
まされながら、自分なりに歩いてきた道程ではない
かと思っております。その間、佐々木先生が開いて
いましたゼミにも時々参加をし、長い間ご指導いた
だいたことに心からお礼を申し上げる所存です。
　私も７６歳、本当に物忘れが激しくなり、これで
は町政にも町民にもご迷惑をおかけするということ
を考えて、この１１月に勇退をするという決意表明
した次第であります。
　私の町長最後の時期に、こうした機会を、文化庁
それから佐々木先生の方から、木曽町にいただいた
ことを本当に心から感謝申し上げて、私の歓迎の挨
拶とさせていただきたいと思います。ありがとうご
ざいました。

（１）事例報告
群馬県中之条町 入内島道隆氏
前中之条町長／ＮＰＯ法人ぐんまＣＳＯ理事長

今日は、「アートによるまちづ
くり」というテーマでお話した
いと思います。

　中之条町は群馬県の長野県と新潟県と接してお
り、２０１１年から「日本で最も美しい村」連合に
加入した町です。
　今、全国各地で、ビエンナーレ、トリエンナーレ
などが行われています。有名なところですと、「越
後妻有トリエンナーレ」と「瀬戸内国際芸術祭」な
どですが、中之条もそういった形のアートイベント
をやっております。
　地方にとって「過疎とどう立ち向かうのか」とい
うのは大きな課題です。やはり「若者がどんどん出
ていってしまう」ことが、過疎の最大の原因で、そ
のことによって、どんどん衰退していってしまう。
逆に言えば、若者が戻ってくるような政策をとれば、
地域がまた元気になってくると言えます。

　東京が元気なのは、全国から優秀な人材が東京に
流れていったからです。その逆の流れをつくれば地
方も再生できるんじゃないかなと思います。その方
法はたくさんたくさんあると思いますが、私がとっ
た方法はアートイベントでアーティストやクリエイ
ターを移住させるという政策です。

■住民主体の芸術祭
　ビエンナーレを始めたのは２００６年、町に関係
のあるアーティストと一緒に、越後妻有の「大地の
芸術祭」というのを見に行ったのがきっかけです。
一緒に行った彼らが「中之条でもできますよ」とい
う話からスタートしました。
　第１段階のアートツーリズムから説明します。
２００６年に新潟の「大地の芸術祭」を視察して、
役場スタッフは「１年以上、準備期間を置いてやり
たい」という話をしていましたが、アーティストは
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「直ぐやりたい」ということで、準備期間が半年と
いう状態でスタートしました。
　ポスターも全部アーティストの手作りで、非常に
センスのいいものができたと思います。最初のとき
の宣伝チラシを作ってくれたのは、総合プロデュー
サーの山重徹夫さんで、彼の作ったチラシのセンス
によって、中之条ビエンナーレにも多数の入場者が
ありました。
　地域の公民館に、ゲートボール場があり、お年寄
りは毎日ゲートボールをして、ゲートボールが終わ
ると、公民館中の現代アートを見ていきます。「よ
く分からないんだけれども、毎日見て帰るんだ」と
言ってました。群馬県でアートイベントを大々的に
やっているということがなかったものですから、非
常に珍しがられてメディアなどに随分いろいろと取
り上げていただきました。
　１，２回目は、アーティストのボランティアによ
る非常に少ない予算で運営されておりました。

　２回目となる２００９年はちょうど、越後妻有ト
リエンナーレとかぶっていました。北川フラムさん
のところにお邪魔し、「中之条ビエンナーレ」の方
向性などについて相談していました。
　この時の実行委員長は普段住んでいるのは神奈川
でしたが、準備期間の１年間は中之条に滞在し、手
弁当で自分の貯金を崩しながら実行委員長をしてく
れました。
アーティストが作品づくりのために、町に滞在しま
すので、滞在する場所を確保するために、町にある
キャンプ場を「芸術の森」にと、条例改正しました。
　場内の管理棟が、東京からアーティスト仲間が
やって来て、料理を作って賄うレジデンスになり、

そこではバーベキューをしたり、アーティスト同士
の交流が盛んでした。
　町中の空き店舗をつかった「ダンスホール」（写真）
んという作品で、このダンスをしているのが商店街
の人達です。みんな自分の顔がダンサーになってい
ますね。町長室も作品の展示会場に貸してくれない
か、と言われ、週に１回２時間だけ貸出して、私が
来場者に説明していました。奥にいるのは秘書です
が、いろいろ大切なものがあるものですから、本当
は困るんだと睨みをきかせています。
　１回目は「こんなもんかな」と見られていました
が、２回目は「これはかなり本格的だな」という評
価を得られるようになりました。メディアに取り上
げられる数も増えました。

■進化する中之条ビエンナーレ
　２０１１年、３回目の実行委員長が、写真の彼女

（写真）です。彼女は町出身の人で、東京に出て行っ
てたんですが、ビエンナーレで町が元気になり始め
たために、２回目から戻って来て、実行委員に加わ
り３回目は実行委員長となりました。このようにＩ
ターンだけでなく、Ｕターンのメンバーも増えてき
ました。
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　３回目は現代アートだけでなくて、いろんなイベ
ントも入れていくようにして、回を追うごとに進化
させています。ちょうどこの頃、六合村が合併した
ので、展示会場も相当多くなりました。これは六合
村にあった湯本家という古い医者の家で高野長英を
匿っていた家です（写真）。その当時、高野長英は
２階にいて、追手が来たときにすぐに、裏に逃げら
れるような造りになっていました。作品を見る順番
を実際の逃亡ルートで見ていただきました。
　音楽イベントでは、地域の伝統文化を合わせ
て、ビエンナーレの中で楽しんでいただき、ワーク
ショップもやりました。テレビの取材等も結構入っ
て来ていました。
　３回目の予算が１，９００万円。経済効果は５億
円ぐらいです。入場者数が３５．８万人、作家さん
が１２５人、会場が４３と、かなり規模を拡大して
います。規模が拡大することによって、遠方から来
る方々は２泊くらいしていただいて全部を見て回っ
ていただきますので、地域経済にも貢献するイベン
トだと思います。

■クリエイティブな人材に移住してもらう
　アートイベントとして成功しても、それだけで
はクリエイティブな町にはなっていきませんので、

アーティストがどうしたら移住してくれるかという
ことが次の課題でした。
　１回目から参加した韓国人のアーティストは、１
回目が終わったときに、町に移住して来てくれまし
た。とはいえ、なんらかの生活基盤がないと、彼ら
もただ単に移住してくれと言っても、移住できませ
ん。
　ちょうどその頃、町の真ん中に、１, ０００坪の
空き地があり、そこの有効活用という課題が随分前
からあがっていました。私が町長になってから、こ
の１, ０００坪を取得して再開発して、そこにつくっ
たのが「つむじ」という施設です（写真）。この施
設の運営をアーティストの人達に、任せることに
よって、彼らがここで生活できる基盤をつくったわ
けです。テナントの選定からイベント、パンフレッ
トの作成と運営全部を彼らにまかせたことで、セン
スの良い空間ができ上がりました。
　こういった施設ができて、「ふるさとが楽しそう
になってきた」ということで東京などから町に戻っ
て来る人もいました。この施設をつくるときに目指
したのが中心地に人を呼び込むことでした。アメリ
カの事例などを調べましたが、バーリントン、ボル
ダーでは、車優先から人中心のまちづくりによっ
て、人集めをしています。中之条町もそのようにで
きやってみようということになったのです。

「つむじ」オープニングのときには、中心部を歩行
者天国にして、イベントをしました。メンバー達が
仮面を作り、仮面舞踏会をやりました（写真）。
　「つむじ」ではアーティストの１点ものや、デザ
イナーが作ったものを販売しています。アーティス
トが移住することで可能になっていることです。六
合村には、伝統的に伝わる「こんこん草履」があり
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ます。今までは無造作に並べて売っていましたが、
これをアーティストが展示すると写真のようになり
ます。これはオープニングのときに一気に売り切れ
たようです。段ボール箱に入れて売っているのと、
アーティストが展示に手を加えて売っているのとで
は随分違うと思います。
看板ひとつにしても、アーティストに頼むと、随分
違った風にできるわけですね。アーティストがいれ
ばこういったことが自然にできでき上がってくる効
果があります。

■クリエイテイブな人材をつなぎとめるという課題
　「中之条ビエンナーレ」が成功して、アートイベ
ントとしては上手くいきました。クリエイターに移
住してもらうというシステムも整い、上手くいきま

した。クリエイターはある意味「若者、バカ者、よ
そ者」を全部、一人で兼ね備えてます。若者であり、
外からの視点もあり、新しいことが発想できるとい
う人達なんです。
　ただ、そういった異質の人達を地域が受け入れら
れるかというのが、最終的に一番の課題なのではな
いかと思います。私も、そういった人達を、役場の
嘱託職員にしたり、委託したりしていますけれども、

「なぜ地元の人を使わないで外から来た人を使うん
だ」と言われます。そこを乗り越えられるかどうか
が一番の課題だと思います。
　私が町長を辞めてから、残っているアーティスト
が少なくなっている。そういったところが今後の課
題だと思います。

徳島県神山町 大南信也氏
ＮＰＯ法人グリーンバレー理事長

　神山町はサテライトオフィスの
町です。私が代表を務めるＮＰＯ
法人グリーンバレーが何をやって

いるのかをご紹介します。簡単に言えば「仕事がな
いから移住して来られない。仕事がないから故郷に
帰って来られない」と言わせないようにしようとい
うことです。
■サテライトオフィスの町
　例えば地域で生まれた子ども達を、サテライトオ
フィスに連れていきます。「周りの大人たちは『神
山には、仕事がない』と話しているよね。でもこの
サテライトオフィスで働いている人たちは、何のた
めに神山に来ているのだろう？」「しっかりと仕事
をやってるだろ。ということは神山にも仕事がある
ということだ」「こんな職種に就けば、君らも神山
に帰って来られる」ということを子ども達に伝えま
す。今までは「一生懸命勉強して東京や大阪の会社
で働きなさい」と言って送り出してきましたが、「こ
ういう職種なら神山に帰って来られるから、頑張っ
て勉強しろよ」というような送り出し方が、できる

んじゃないかと思います。
　一方、地域における世代間の循環だけで田舎が続
いていけるかというと、これはもう不可能になって
います。必ずよそから入って来てもらう必要がある。
特に若い人たちが必要です。その時にもまた仕事の
問題が、頭をもたげます。「うちの町には雇用がない、
仕事がない。だから、移住者を受け入れられない」
という話になります。この問題には「ワーク・イン・
レジデンス」という手法で解決を図ります。仕事が
ないのであれば、仕事を持った人に移住してきても
らえば、うまくいくのではないかということです。
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■「ヒトノミクス」から考える地域の未来
　「日本の田舎をステキに変える！」というのが、
グリーンバレーのミッションです。最近は「ヒトノ
ミクスから考える地域の未来」ということでやって
います。「アベノミクス」の向こうを張りまして、「ヒ
トノミクス」という言葉を広めています。今、神山
がなぜ、注目されているのか。それは、過疎の町で
起こった二つの異変の所為だと思います。
　一つ目は、２０１１年度の社会動態人口（転入
者－転出者の数）の異変です。神山町は１９５５
年に生まれ、ずっと転出超過が続いておりました。
２００７年に神山町移住交流支援センターが設置さ
れ、その運営が民間住民団体であるグリーンバレー
に委託されました。これに並行する形でウェブサイ
トの「イン神山」を作り、「神山で暮らす」のコーナー
で古民家情報を積極的に発信し始めました。これら
が功を奏したのか、町の歴史始まって以来初めて転
入者が転出者を１２人上回ったのです。
　もう一つは、２０１０年の１０月以降、ＩＴベン
チャー企業など１０社がサテライトオフィスを設置
したり、本社を神山に移転して来たり、さらには新
会社も生まれてきていることです。地理的な立地を
見てみますと、徳島空港から徳島市内にある県庁ま
で車で約２０分、そこから約４０分で神山町に到着
できます。

■アドプト・プログラムとアーティスト・イン・レ
ジデンス
　１９９７年に徳島県新長期計画が発表されます。
神山を中心とした地域に、「とくしま国際文化村」
を作るというものでした。その新聞記事を見た時に、

「これから１０年後、２０年後を考えれば、町や県
が作る施設も必ず住民自身が管理・運営する時代が
来るだろう。与えられたものだったら上手く運営で
きないだろう。そこで、住民の思いを反映したプラ
ンを作り、逆に徳島県に提案をしよう」と考えて動
き始めました。最終的に「環境」と「芸術」の二つ
を軸に据えて、「環境」については、全国で初めて

アドプト・プログラム（アメリカ生まれの道路清掃
プログラム）をスタートさせることになりました。
　もう一つは、「国際芸術家村」を作ることです。
その手段としてアーティスト・イン・レジデンスを
取り入れました。これは１９９９年から続いており、
２０００年から２００４年まで、文化庁から助成し
ていただきました。神山アーティスト・イン・レジ
デンスは、３名の芸術家を神山に招き、約３ヵ月間、
滞在しながら作品制作し、展覧会での発表を終えて
帰国するというプログラムです。その期間中、住民
が芸術家の制作の支援を行います。これは今年１５
回目を迎えます。
　神山町にやってきたアーティストたちは様々な作
品を残していきます。例えば、「隠された図書館」。
町には図書館がありませんでした。そこで、事前の
リサーチでそれを知ったアーティストはアート作品
で図書館をつくったわけです。
　さて、「アートによるまちづくり」には二つの方
法があるように思います。作品を見学に訪れる観光
客をターゲットにするものと、作品の制作に訪れる
アーティスト自身をターゲットとするものです。
　多くの場合、見学に訪れる観光客を獲得すること
を目指します。そのためには、有名なアーティスト
に来てもらい、残していった作品を集積していく必
要があります。ところが神山のプログラムには２つ
弱点があります。
　一つ目は、潤沢な資金を持たないこと。年間予算
は約３５０万円、うち１４０万円が神山町からの補
助金です。したがって、高名な芸術家に来てもらう
ことは無理です。
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　二つ目は、町のおじさん、おばさん達が始めたプ
ログラムなので、アート教育をきちんと受けた専門
家がいないこと。だからアートを高めることは不可
能なわけです。
　そこで、こう考えます。四国はお遍路さんが往来
する土地柄でもあり、お接待の文化を持っています。
これらの特徴を活かすことによって、アートは高め
られなくても、アーティストは高められるだろうと
いう方向に進んでいきます。そこで、制作のために
訪れる芸術家をターゲットにします。
　例えば、欧米のアーティストたちに「日本へ制作
に行くなら神山だよね」と言われるような場所を作
ろう。そのためには、神山を磨いて「場の価値」を
高めて、芸術家たちの滞在満足度を上げていくこと
に力を注いでいます。このプログラムを７、８年続
けてきた頃、「そろそろこの『制作滞在支援』をビ
ジネスに転化していけないものか？」「町の経済を
動かすようなものに変えられないか？」と考えるよ
うになりました。

■ウェブサイト「イン神山」と古民家情報
　そこで２００７年から２００８年にかけて、総務
省の補助金を使って「イン神山」というウェブサイ
トを作りました。制作にはデザイナーの西村佳哲さ
ん、トム・ヴィンセントさんの力を借りました。当
然、アートでビジネスを起こしていこうという思惑
を持っていたので、アート関係の記事の作り込みを
丁寧にやっていきました。
　ところが２００８年６月４日にこのサイトをオー
プンすると、一番よく読まれる記事が、アート記事

ではなく、「神山で暮らす」でした。「このお家は
２万円で借りられますよ」「この家、傷みが激しい
から薪ストーブを入れても大家さんは許してくれま
すよ」といった古民家情報へのアクセス数が、他の
情報より５倍から１０倍多いという現象が起こりま
した。もともと神山は、Ｉターン者がほとんどいな
かった町です。私の知る限り、１９８０年代初頭に
越してきた２組以外に例がありません。ところがこ
の「神山で暮らす」から移住需要が一気に顕在化し
ていきました。
　その発端となったのが、やっぱりアーティストの
移住です。１９９９年に「神山アーティスト・イ
ン・レジデンス」を始めた２、３年後から、引き続
きこの町に住みたいというアーティストたちが現れ
ます。毎年１組ずつくらいですが、その人たちのた
めの空き家探し、所有者の紹介、引っ越しのお手伝
いなどをする間に、グリーンバレーに移住支援ノウ
ハウが蓄積されていきました。そんな折に神山町移
住交流支援センターが設置され、その運営をグリー
ンバレーが担うことになりました。このことが新た
な展開を生んでいきます。

■ワーク・イン・レジデンス
　ワーク・イン・レジデンスというプログラムをス
タートさせました。これは、「地域に仕事がないの
なら、仕事のある人に移住してもらえば、この問題
は解決する」という考え方です。具体的には、町の
将来にとって必要と思われる「働き手」や「起業家」
を、ピンポイントで逆指名しようと考えました。
　例えば「神山には石窯で焼くパン屋さんがない。
でも、そういうパン屋さんができたら町民の皆さん
も喜ぶよね」ということで、ある空き家はパン屋さ
んをオープンする人だけに貸し出す。最初から入口
を絞ってしまいます。
　さらには、「これからインターネットの時代にな
るのに、神山にはウェブデザイナーがいない。じゃ
あ、この家にはウェブデザイナーに入ってもらおう」
ということで、入口を絞る。そうすることで、町を
デザインすることができるようになります。
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　１９５５年の神山町にある上角商店街、当時は、
商店の他にも石屋、酒屋、桶屋といった職人もいて、
ここで商売していました。ところが、だんだん時代
に合わなくなり、店を閉めてしまう。ワーク・イン・
レジデンスを始める前には、３８軒あった店が６軒
にまで減っていました。そこにワーク・イン・レジ
デンスで移住者を誘致していきました。パン屋、カ
フェ、日用品店、洋菓子製造所がオープンし、ウェ
ブオフィスも入ってきました。こうして空き店舗が
出るたびに、住民にどんな店が必要なのかを尋ね、
そこを埋めていきます。これを連続的に繰り返して
いくと、ほとんどコストをかけずに商店街の再生が
できることになります。

■空家町屋プロジェクト
　そうした中で新規事業の「空家町屋プロジェクト」
を始めます。商店街にある長屋の一角を、グリーン
バレーが出資する２００万円と地域活性化センター
の助成金２００万円を合わせて、合計４００万円の
資金で空き家を改修するというものです。
　通常、空き家は借りた人が改修工事を行います。
ところが水回りなどの改修には、直ぐに１００万と
か２００万円単位のお金が必要になってきます。神
山に入って来るクリエイターやアーティストは、そ
んな多額な初期費用を賄うことはできません。そこ
で、グリーンバレーが改修を行い、家賃に上乗せし、
新規入居者にサブリースする形で貸し出すプロジェ
クトを始めたわけです。この改修工事を主体的に進
めてくれたのは、東京藝術大学建築学科の学生や院

生、助手、さらに首都圏の建築系学生達でした。延
べ約２５０人がほぼ手弁当で手伝ってくれました。
このようにして「ブルーベアオフィス神山」ができ
上がりました（写真）。この改修のプロセスの中で、
サテライトオフィスが生まれてきたのです。
　何が起きたのかを話すと、この改修工事には坂東
幸輔さんと須磨一清さんが建築家として加わってく
れました。そして、たまたま須磨さんが、後に神山
初のサテライトオフィスを開設することになるＩＴ
ベンチャー企業の寺田親弘社長と同級生だったとい
うことです。寺田さんは、かつて、三井物産に勤め
ていた時代に、シリコンバレーでの勤務経験があ
り、その時にシリコンバレーでの新しい働き方、テ
レワークの実態をつぶさに見てきていました。帰国
後、退社し、「働き方を革新する」というミッショ
ンでＳａｎｓａｎを起業します。
　２０１０年９月、寺田さんは須磨さんから「四国
の山の中で、長屋をオフィスに変えるプロジェクト
をやっている。その神山という町は、各家庭に光ファ
イバーが引き込まれていて、ネットの速度がめちゃ
めちゃ速い」という話を聞き付けて、早速視察に訪
れたのですが、ほぼ即決でサテライトオフィスを設
けたいという話になりました。
　寺田さんは一旦東京に帰り、社員に神山サテラ
イトオフィスの構想を打ち明けたところ、思いの
ほかたくさんの社員から賛同の声が上がり、具体
的に「１０月１４日から、男性社員３名を神山に送
り込みたいので、よろしく頼む」と連絡が入りまし
た。そのため１週間で空き家所有者の同意を取り付
け、残りの１週間で、荷物整理や掃除を終え、１０
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月１４日には開発チーム３名を迎え入れたというの
が神山におけるサテライトオフィスのスタートでし
た。
　今、神山にはたくさんの人が視察に来られていま
すが、「シリコンバレーかどこかで、サテライトオ
フィスというアイデアを見つけ、それを神山で始め
られたんですよね？」と考えられている人がほとん
どです。しかし、本当はサテライトオフィスという
言葉さえ知らなかったのです。神山にやってくる人
達の想いやアイデアを住民が一緒になって実現して
いたら、結果としてサテライトオフィスが生まれた
ということなのです。
　その約１年後、ＮＨＫの番組『ニュースウオッチ
９』や『クローズアップ現代』で、ＩＴベンチャー
社員が小川のせせらぎに足を浸けて、東京の本社と
テレビ会議をしながら仕事をする姿の映像が流れ、

「日本にもこんな場所があった」とＩＴ関係者に衝

撃を与えたわけです。その１枚の映像が神山を変え
てしまいました（写真）。
　しかし、サテライトオフィス誘致とは言っても、
積極的に誘っているわけではありません。「来てく
ださい」とは、どこのサイトにも記載していません。
マスコミや口コミ情報で知った人達が、月に何人か
必ずやって来てくれます。

■商店街再生
　「㈱プラットイーズ」という会社が初めて神山を
訪れたのは、２０１２年４月です。そこからトント
ン拍子で話が進んで、古民家と周辺の土地を購入し
ました。２０１３年１月より改修工事に着手し、７

月にオフィスをオープンしました。
　このオフィスはガラス張りになっていて、その中
でみんなが仕事をしています。建物の外周には２．
５～３ｍくらいの縁側が付いており、地域に開放さ
れています。また夜になるとパーティがたびたび開
かれて、住民や他のサテライトオフィスで働く人達
の交流の場ともなっています。ここでは、正社員４
名が雇用され、うち２名は神山町内の新卒女子です。
現在、社員を追加募集中で、１年後には２０数名の
若者が働くオフィスになります。
　農機具小屋を改修したサーバー棟には超高速の１
ＧＢ回線が引かれ、土蔵を改修した「蔵オフィス」は、
開発チームのような静かな環境が求められる業種に
使われます。そして夜を迎えると、幻想的な空間に
生まれ変わります。この情景に触れると、六本木ヒ
ルズとかミッドタウンで働いているＩＴベンチャー
の人たちは「ああ、こんな所で仕事がしたい」とノッ
クアウトされるわけです。また、２０１４年にはアー
カイブ棟が完成します。ここでは４Ｋ、８Ｋと呼ば
れる次世代の超高精細テレビ規格の実証実験の場が
西日本に初めて生まれることになります。
　プラットイーズがサテライトオフィスを構えてい
るのが寄井商店街です。長い間空き店舗の目立って
いたこの商店街が活気づき始めています。近くには
改修中のビストロが１１月末に完成します。また、
映像作家や映画の予告屋に加えて、グーグルの仕事
をされている人がサテライトオフィスを開きます。
さらに、演出家の女性も事務所を置く予定です。
　このように商店街の空き家にクリエイターやサテ
ライトオフィスを誘致し、もう一度人の流れを取り
戻していきます。そうした中で、次はどのような職
種が必要かを見極めて、ワーク・イン・レジデンス
で最適な人材を集積していくというサイクルで、商
店街の再生を進めています。
　ＮＴＴドコモのＣＭ「森の木琴」やＮＨＫ大河ド
ラマ「八重の桜」のタイトルバックを制作した「ド
ローイングアンドマニュアル」もオフィスを置いて
おり、この秋くらいから本格的に動き出します。こ
のような第一線の会社が来ることによって、さらに
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力のあるクリエイター達を呼び込むという循環が生
まれることになると思います。
■クリエイティブな人が集まる「せかいのかみやま」
　神山町はまったくアートの素地がなかった場所で
す。ここに１９９９年突然、現代アートが舞い降り
ます。当然地域の人達も「わけのわからないことを
やっても、何にもならない」と冷たい目です。これ
は活動に関わっている人間には辛いことですが、都
合の良い面もあります。わけがわからないことだか
ら逆に邪魔をされません。その結果、自分達の思い
通りに育てられます。そして、そのようなわけのわ
からないことでも、１０年、１５年と続けていれば、
地域の魅力を形成していきます。「神山って面白い
よ」ということになれば、そこにクリエイティブな
人達が集結し始めます。今、神山ではこの連鎖と循
環が起こっています。人が人を呼ぶ。さらに、旧住
民と新住民の間では知恵と経験の融合が起り、自然
発生的に新しいものが生まれています。こちらで何

もコントロールする必要はありません。勝手にやり
始めるという状況です。
　地域づくりの要諦は、「そこに「何」があるかと
いうことではなく、どんな「人」が集まるか」です。

「人」が集まることによって、「何」はそこから生ま
れてくるのではないかと思います。
　クリエイティブな人が集まる良質な「価値創造の
場」を作れば、そこから「モノ」はいくらでも生ま
れます。まず人が集まる心地よい場を作る。これが
今の神山の歩んでいる方向です。　

兵庫県篠山市 金野幸雄氏
一般社団法人ノオト代表理事

　私の主な活動拠点は、兵庫県の
丹波篠山です。空き家の活用と
いうのをきっかけにして、まち
づくり、地域再生をしています。

古い建物だけど何か魅力がある建物が、創造農村と
いわれる地域にたくさんあり、しかもそれらが隅っ
こに追いやられて、ほったらかしにされています。
そこで、それらを上手く使っていくのがこれからの
日本再生のキーになるのではないかと、本気で思っ
ています。

■地域資産に光を当てる
　よく「地域資源」と言われますが、我々は最近では、
経済的な意味に加え、文化寄りのイメージがする「地
域資産」という言葉を用いています。地域資産とは
なにかということを、我々の団体を作った４年ぐら

い前に議論しましたが、だいたい私共が考えた地域
資産とは、食、祭、古民家、工芸などです。こうい
うものに光を当てると、何か地域が輝きだして、人
も来るのではないかと考えました。これらは全部、
今の日本社会が捨てようとしているものです。皆さ
んもお気付きでしょうが、古民家、在来作物、伝統
工芸とこれ全部ブームが来てます。
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 ■ノオトのコンセプト
懐かしくて新しい日本の暮らしを提案
　一般社団法人ノオトがつくったコンセプトが、「懐
かしくて新しい日本の暮らしを提案します」。いろ
いろキーワードがありますが、集落、農園、里山、
酒蔵、商店街といったものに、価値があるというこ
とです。これらも日本が捨ててきたものなのです。
集落は、集まって落ち着くということなんで、日本
人の農業をベースとした暮らし方というものを表現
していると思うんです。
今の日本社会というのは、隣の人のことは知らない
方が良いという社会をつくろうとしているわけで、
もう一度、集落という一緒に集まって暮らすという
ことに、光を当てようとしています。
　農園は、農場と違いまして、見渡す限りのとうも
ろこし畑ではなく、棚田でお米があって、畑では篠
山ですと黒豆とか、お野菜が採れ、栗、柿の木、し
いたけのほだ木をつくるためのクヌギの林、せせら
ぎにはワサビが自生している。生活の糧が全部身の
回りにある農園というのは、案外あります。たまに、
お肉が欲しいと思うと、いのししや鹿が近場で駆除
に困るぐらいたくさんいますので、手に入る。そう
いう身の回りですべて済んでしまうという豊かさ
に、光を当てようと考えています。
これは冗談みたいな話ですが、もし我々がそういう
暮らしをしたら、ＴＰＰも関係ないわけです。自分
の周りに全部あるんですからね。国際的な情勢も関
係ないということになります。
　私は「どういう仕事をしているんですか？」と聞
かれて、地域再生とか、コミュニティ再生と答えて

います。だけど、自分の中でも半信半疑で答えてい
る。
　空き家、古民家などを再生しますが、そこに食文
化、暮らしの生活文化があったのです。伝統工芸、
お祭り、料理とか習わしなどもあると思います。そ
ういうものをセットで再生していくことをやってい
ます。一言で言うと、「暮らしの再生」というふう
に考えていますが、暮らしが再生するとどうなるか
と言うと、人が行き交います。

「篠山は阪神間から車で１時間強ですし、便利なと
ころだから、空き家を活用しても上手くいくでしょ
う。しゃれたカフェをつくると阪神間から来てくれ
ますからね」とよく言われますが、その時には、「い
やいや、そんなことないですよ。徳島の神山、見て
ご覧なさいよ。どこが便利ですか？」と言います。
篠山は都会に近いので、遊びに来てくれますが、日
帰りが普通です。それをなんとか１泊してくれない
かと思っているんです。だけど、神山は、そうじゃ
ないから、いきなり「ここで暮らしませんか？」っ
て言っちゃうわけでしょ？　我々のところは、日帰
り、１泊２日から始まって、短期ステイ、２地域居
住、移住みたいなパターンにだいたいなります。神
山は、きっと移住とか半年、１年のステイから入っ
ていますね。でも今、現地に行かしてもらうと、やっ
ぱり宿泊施設、欲しいなとか言う話になって、たま
に１日居て１泊して見て回りたいという人も、出て
きているわけですよね。だから入口はちょっと違う
し、主なターゲットは違うと思うけど、人が行き交
うというということは、一緒だと思うんです。
   
■古民家で地域の食文化を伝える
例えば、限界集落があります。半分以上が空き家の
ような集落です。そんな集落の建物を改修して、地
域の食文化をもう一度取り戻して、そこの暮らしを
表現します。
　地域の野菜やお肉を使ったお料理です。ただしフ
レンチだったりすると、ちゃんとフランスから食材
がきてフォアグラ、キャビアが混じったりしますが、
基本的には地域の食文化を再生します。
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　あるいは、お母さんが自分達でしめ縄を作ります。
そこで、「それをそのまま、ワークショップにして
下さい」とお母さん方にお願いをして、ちょっとカッ
コイイチラシを作って撒くと、たくさん人が来ます。
古民家・地域の食文化・伝統文化の３点セットでやっ
て、人が行き交う状況を作るということです。
　茅葺民家の再生にも取り組んでいます（写真）。
屋根の茅が細って、穴があいて崩れそうになってい
たんで見るに見かねて直しました。事業資金を回収
しなければいけないので、セミナーハウス、合宿所
にしています。学生や企業が合宿で来てくれます。
ご近所に蕎麦屋さんがあって、そこのおじさんに蕎
麦打ち体験をしてもらったり、先ほど言ったような
素晴らしい里山の農園がありますので、そこで農業
体験ができます。例えば山椒の実を摘もうかとか、
黒豆の畝立てしようかとか。
　地域の庄屋さんだった空き家では、その蔵に眠っ
ていた食器を使って、地域の食材で和の創作料理を
作るシェフがお料理を出すなど、いろんなイベント
をしてその地域の文化を学ぶこともできます。
   
■古民家再生
　古民家を流動化させる
　こういう古民家再生をしつこく、しつこくやって、
４年間で５０棟くらい改修しました。店舗数でいう
と２６軒です。古民家再生の過程で、我々なりのノ
ウハウが蓄積されていきました。そろそろ皆さんに
提供する時期だと思って、古民家改修事業スキーム
をオープンにしています。
　古民家再生にはいくつかのハードルがあります。
１つ目はコストの問題。古民家を改修して住んだり
するのは贅沢で、すごく改修コストが高いと言われ
ているのは嘘です。いろんなやり方で、コストを
下げることができます。我々で、だいたい坪単価
３０万円くらいで、先ほどの宿泊施設のように直せ
ます。それをペイラインに乗せるためにボランティ
アに手伝ってもらって、さらにコストを下げる（図）。
または、公共性を付与して補助金をいただくことは
しますが、いずれにしても、もともとの改修費用が

安いということをご承知ください。
　２つ目は、田舎では、空き家が流動化しない。売っ
てくれたり、貸したりしてくれない。地域の合意を
得ることはなかなか難しいです。変な人に貸すとコ
ミュニティに迷惑がかかるなど、都会の人が思わな
いようなことを田舎の人は思うんです。また、売っ
たり貸したりすると、「あの家、お金に困っている
んじゃないか」と噂されるかもしれないと気にしま
す。そういう世間体をとってあげるのが大事です。
従って、誰がどのような目的で使うかということが
地域で理解されればいいのです。説明会や住人ワー
クショップをして、地域の合意を取り付けるとその
瞬間に、空き家の流動化が始まる。これも我々やっ
ていて知ったことです。
神山と同様に、我々も空き家を所有者から借りて改
修し、事業者に貸すというサブリースをします。そ
の家賃収入で、我々は１０年間で投資した資金を取
り返すというサブリース手法です（図）。この手法
は多くのところでやっています。ポイントは、宅建
業免許がいらないんです。我々が不動産仲介すると
宅建業になり違反になりますけれど、我々は直接取
引している当事者ですので、宅建業免許がなくても
契約できます。地域で不足するリソースを補填する
という中間支援体制を構築するのが、我々のやり方
です。我々は古い建物を使いますが、自分では利用
せず、誰かが我々の古い建物を利用するという状況
を作りだすのです。例えば集落を再生して宿をした
い。でも、地域の人達だけでは、リソースとかプレ
イヤーが揃わない。地域のどこに１級建築士がいま
すか？　普通いません。じゃあ、我々が担いましょ
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う。改修資金が無ければ、我々が資金調達しましょ
う。補助金や銀行融資申請などのお手伝いを我々が
して、地域コミュニティに底入れをすることで、地
域の夢を実現させることがひとつの中間支援の考え
方だと思っています。

■地域コミュニティ再生
ノオトでは、いろんなコミュニティにくっ付いて、
いろんな人をマッチングしたり、地域の人達がコ
ミュニティビジネス、ソーシャルビジネスで事業を
起こせるような状況を作るということをやっていま
す。ポイントは、小さくやることが大事です。集落
単位が１番いいです。地域で合意して、地域でまち
づくりをする。地区で地域の皆さんを巻き込みなが
らやるというのが非常に重要で、やってみて分かる
のは、思いがけなくいろんな付帯効果があります。
先ほどの宿泊施設を始めた集落丸山はもう４年経ち
ますが、今ではほとんど耕作放棄地がないんですよ。
人が行き交うから、有機農家の若い子が「やらせて
くれ」と言ってきたり、都会の人が１畝ずつ黒豆畑
のオーナーになったりします。募集をしたわけでは
ないですが、勝手にそうなっていくのです。企業や
市民の里山ボランティアの団体が、この集落に入っ
てきていただいて、里山再生を始められたりするん
です。
　里山再生とか、耕作放棄地解消を、行政が考えて
施策して大きな網を打っても、ほとんど効果が出ま
せん。だけど、ある小さなエリアでクリエイティブ
にやると、勝手におまけのようにできてしまう。こ
ういう小さなコアを作って、その頑張っているコア
をネットワークすることと、創造都市ネットワーク

の概念とは一緒だと思います。

■事業協同組合Ｏｐｅｒａ

小さなコミュニティのコアをネットワークしていく
と、１つの市町村域になります。その市町村がまた、
ネットワークしていくという入れ子構造になった
ネットワーク構造を今考えています。各地域のクリ
エイティブコアが集まり、全国のコアをネットワー
クする事業協同組合をつくって、地域の空き家・古
民家の活用、地域の食文化、生活文化を再生する１
つの大きな事業体、運動体を作りたいと思っていま
す。
篠山で構想している事業協同組合Ｏｐｅｒａの「Ｏ
ｐｅｒａ」は、佐々木先生の本（岩波現代文庫「創
造都市への挑戦」２０１２））から引いたものです。
もともとオペラの意味は職人の技術と魂を込めた

「仕事」だということです。職人達が元気を出せる
ような新しい運動体を作り、そこで創造人材、つま
り職人の育成というようなことを考えています。
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木曽町　田中勝已氏
木曽町長／木曽広域連合長／木曽学研究所顧問
　
■木曽町まちづくり条例
　国の財政圧力を背景にして全
国で合併がどんどん進んで、約

３２００あった全国の自治体が１７００と半分に
なってしまいました。長野県は、北海道とともに合
併が進まなかった県の１つです。全国的には、平成
の大合併というのは、ほとんど気に入られていない
というのが、私は実態ではないかと思います。木曽
町では基本的には、合併して損したとか、やらない
方が良かったというような話は、今は本当にないの
ではないかと私は思っております。
木曽町では、合併して損をしたと後悔しないような
まちづくりをやろうということで、まちづくり条例
をつくりました。
　全国の自治体では、まちづくり基本条例をつくっ
ているところがたくさんありますが、自治法とか
あるいは合併特例法という国の法律に基づかない、
まったく自主的、独自な組織によって、独自の条例
を作りました。
　まちづくり条例で一番特徴的なものは、先ほども
申したように、独自の条例として、自主的な地域自
治組織をつくったということです。
全国には地域自治組織が６００ほどあると言われて
ますが、議長の諮問機関として作られているのがほ
とんどです。
　木曽町では、地域自治組織が諮問もできるし、提
案もできるし、町長のリコール運動だってできる、
行政への反対運動もできる。同時に、条例の中で自
治組織の代表の集まりを諮問会議と位置付け、この
諮問会議の了解を得ないと、町長は議案提案できな
いという仕組みを作りました。ですから、自主組織
が提案権とともに拒否権、町の行政に対する拒否権
を実施する仕組みを作ったところは、全国でも、こ
の町だけだろうというふうに思います。

■徹底的な情報公開

　木曽町ではもう１つ、徹底的な情報公開を掲げま
した。
情報公開を掲げている市町村は非常に多いですが、
だいたい計画が全部できてから、情報公開するんで
す。そうすると、事実上は情報公開にならないので
す。住民参加で町を作っていくという仕組みにはな
らないと思います。賛成か反対か、どっちかになっ
ていくだけで住民参加の行政にはならない。
　私達は計画段階、構想段階から公開することにし
て、町民を行政に参加させる仕組みをつくりました。
　昨年、篠山市に行った際に市長から、「私の知る
限り合併をリードした首長で、２期目もやっている
町長っていうのは、聞いたことがない。木曽町で、
あなたは２期目の町長をやっている。何で、２期目
も当選するんだ」と尋ねられました。私は、この「ま
ちづくり条例」と、まちづくりの町の精神・理念と
いう話を短い時間でしたが申し上げました。

■生活交通システム
　評価を受けているもう１つの施策として、生活交
通システムがあります。
例えば、開田高原からバスに乗って木曽町に来ると、
片道１５６０円もかかりました。病院もスーパーも
木曽福島にしかありませんし、電車に乗るにも、木
曽福島駅まで出ないと乗れない。開田から出てくる
には、自家用車以外は、バスしか交通手段がなく、
合併のときに、「同じ町になるんだから、是非、交
通問題を解決していただきたい。」という意見が非
常に強力に出されました。合併協議会の中に木曽町
の交通システムを考える委員会を立ち上げて、４年
間かかって交通システムを研究し、２００円で町内
どこへでも行けるというシステムを作りました。幹
線バスは開田行きバス、三岳行きバス、日義行きバ
スがあります。こういう幹線バスを走らせて、幹線
バスの周りに循環バスを走らせて、それでもカバー
できないところは、デマンドタクシーを組み合わせ
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て大変なお金がかかっておりますが、そういうシス
テムをつくりました。
　これは本当に喜ばれて、開田地区の住民から「町
長、このシステムは５年だけは維持してもらいた
い」、「お金がかかるので永遠に続くとは思えないが、
５年だけは維持してもらいたい。」と言われました
が、もう８年経ちましたから、上手く維持されてお
ります。
　「木曽学研究所」については、先ほど触れました
のでここでは省きたいと思います。
　木曽町のまちづくりは、創造的なまちづくりをし
ようと、挨拶のときにも申し上げましたが、いろん
なことを、そういう立場、そういう考え方で、まち
づくりを進めてきました。「木曽学研究所」もそう
した運動と人づくりというか、私達が勉強する場と
して、作ったものでありますが、それに基づいてま
ちづくりをしてきたということです。

■ 日本で最も美しい村連合

　「日本で最も美しい村」連合に、２００６年に加
盟しました。最初は開田地域だけ入りましたが、木
曽町に調査に来た審査員の委員長の熊本大学の先生
が、木曽町全体を見て「開田高原だけでなく全部入
るべきだ」と言われて、２０１１年には全町が参加
することになりました。
　「日本で最も美しい村」連合は、小さい村や農村
がどんどん衰退していく中で、農村景観や農村文化
を守っていけば、観光客がそういうところを訪れる
ので「町を元気にしていこう」という趣旨で始まっ

た運動であります。フランス、イタリア、カナダで
は大きな運動となっています。イタリアでは４００
ぐらい自治体が参加した大運動となっています。最
近では、イタリアをレポートした本も出版されまし
た。その本では、イタリアも同じような山村地帯、
農村地帯が過疎になっていたのが、過疎が止まって、
農村がだんだんまた活気を取り戻したと報告されて
おります。
 
■「すんき」を核とした産業振興
食文化を伝える
　「伝統＋科学で再生を！」と掲げて、地域資源研
究所を３年前につくりました。自治体の多くは工場
誘致だけに力を入れているのがほとんどです。もち
ろん工場が来てくれるのは有難いですが、それより
もやっぱり、伝統的な産業、地域にあった産業を育
てていくことも、大事ではないかと思います。町の
資源を発掘し、これを活かして地域を活性化してい
こうということで信州大学を退官した先生を迎えて
設立しました。乳酸菌漬物「すんき」は、木曽町や、
その周辺で作られています。いつ生まれたかは、はっ
きり分かりませんが、松尾芭蕉の句に出てくるので、
江戸時代には間違いなくあった伝統食品です。ずっ
とひっそりとこの地域で伝えられてきた食品で、乳
酸菌という菌の発酵の力で漬けているという世界で
も類を見ない塩で漬けない食品です。世界に例のな
い漬け物ということで、東京でシンポジウムを、去
年までで３回やりました。そして、近年は全国放送
でもどんどん取り上げられるようになりまして、「す
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んき」ブームみたいなものが今、起きています。　
この乳酸菌を新しい産業に活かそうと、ヨーグル
トやアイスクリームなどいろいろ作っている会社か
ら、「植物性乳酸菌でヨーグルトができないか？」
と相談を受け、私も自分で実験したりして、作れる
ことが分かったので、県の研究所に依頼して、菌を
探してもらいました。今は商品化されて、結構売れ
ています。
　そして今やっているのは、町の天然酵母採集で
す。２０１１年に町の資源を探そうということで、
５０００種の天然酵母を集めました。乳酸菌は約
２００種集めました。それ全部を保存してあり、そ
のうち７種類の特許申請を出しております。このほ
か、枯草菌の研究もしています。
　さらに、木曽に来られたら、木曽の食べ物食べて
いただくことが、観光客の皆さんへの最高のおもて
なしになると考え、「スローフード木曽」を立ち上
げてスローフード運動を起こしました。今では全国
での運動となっています。

■木工芸振興
大工と職人の技を継承する
　私が木曽福島町長の時代に在来工法住宅の推進を
始めました。大工さんが、どんどん減っていき、そ
して大手住宅メーカーの家が建ち並ぶという状況が
少しずつ増えていき、日本の農村景観が失われてし
まい、九州に行っても、北海道に行っても、木曽に
しても同じ風景だと、悲しく思っていました。また、
大工技術を大事にしなくてはいけないと考えて、「木

造住宅推進協議会」という組織を１９９９年につく
り、在来工法技術の住宅をつくることに努力してき
ました。
　またこの町は、春慶塗の里でもありました。八沢
春慶とも木曽春慶とも言いますが、戦後に崩壊した
のです。これを保存しようといろんな努力をしてい
ます（写真）。

■木曽音楽祭
３９回目を迎えた木曽音楽祭

「 小 さ な 町 の 素 敵 な 音 楽 祭　 木 曽 音 楽 祭 」 は
２０１３年で３９回を数えました。この回を積み上
げてきた背景には、木曽音楽祭を支えているボラン
ティアがあるからだと言えます。
　演奏家の皆さんの食事をすべて町民の皆さんがボ
ランティアで作っておられます。宿泊も、ほとんど
別荘や民家に分宿しております。
　演奏家に払うギャラも、私が町長になってから１
度も上げたことがなく、１６年間凍結して本当に安
いギャラで、ボランティアで演奏家に来ていただい
ております。日本を代表するような著名な演奏家が
たくさん来ますし、それから最近頭角を現した若い
演奏家も中にはいます。こんな片田舎で、もの凄い
演奏会が良く続いていると、よそから来られた方が
ビックリされるような音楽祭になっています。

■木曽町サポーターズ倶楽部
　２０１１年に「木曽町サポーターズ倶楽部」とい
う組織を立ち上げました。木曽町が面白い町だと、
いろんな人が訪ねて来ます。訪ねて来た人が、また
友達を誘ってくるという形で、多才な皆さんが来ら
れていますが、彼らが町を応援するような運動をし
ます。例えば、メディア関係者と協力して「木曽メ
ディア塾」というのを町で始めました。将来メディ
アの世界に進みたいという大学生を、木曽で呼んで
合宿をします。そして、第一線のメディアの皆さん
が、指導するのです。こうした多才な活動が広まっ
ているのです。
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（２）パネルディスカッション

佐々木氏：事例報告では非常に多彩な話が出まし
たが、創造農村という切り口が、いろんなアプロー
チがあると分かったと思います。そこでまず、会場
から質問を受けたいと思います。

■伝統工芸とアート	
女性Ａ：東京でデザイン事務所をしており、経産
省で伝統的工芸品産地プロデューサーをしていま
す。「日本の宝というのは、何か？」というと、や
はり「技」にあるのではないかと思います。技とい
うのは日本の地域の地域性、伝統の中で、育まれて
残ってきたものです。世界的な評価を受けてきてい
るもの、ただこれをもう少し力を入れてやっていく
こと、これもアートのひとつではないかと、私は考
えていますが、先生方のご意見を聞かせてください。
佐々木氏：地域には伝統工芸のある昔の暮らしを
支えてきた技があり、現代アートのアーティストを
地域がどれだけ活用するかという話がありました。
このアートと伝統工芸の「技」は、どういう関係に
あるかという質問ですが、学者風に応えますと、ラ
テン語にアルテという言葉があって、アルティスと
も言います。これは「技」であり「美」なんです。
そこからアートが発生します、語源は同じものなん
です。だから非常に親近感がある。
ただ、日本語の「技」と書くのと、アートと書くの
とは距離があるように見えるけど、同じだと考えて
いいと思います。そういったところから、現代アー
トに入っていくと「中之条ビエンナーレ」が、地域
の技にどれだけ影響を与えたかをまず伺いたいと思
います。
入内島氏：すごく難しい問題だと思います。中之
条の「こんこん草履」は、熟練のお婆ちゃんが、１
日かけて２足やっとできるとのですが、それで１,
２００円です。これでは生計を立てていくのは無理
です。どんどん後継者が居なくなってしまうのです。
何かデザインの力をプラスアルファして、残ってい
くようにできないかと思って、エルメスの副社長、

地元の工芸作家に相談しているんですが、簡単には
答えが出てこないというのが現状です。「こんこん
草履」は工芸品ではなく民芸品ですが、どうしたら
時代にあったものとして残していけるようにするの
か、やっぱりデザインの力、アートの力ではないか
と私は思っています。しかし、上手くできていない
のが、現状です。
佐々木氏：同じことを、金野さんに聞きましょう
か？
金野氏：篠山では、伝統工芸で丹波立杭焼があり
ます。今そういうものが脈々とあって残って来たと
おっしゃったんだけど、ほとんど残っていないと思
うんですね。だから何とか残さなければいけない。
結局は「人」なので、佐々木先生が言ったように、やっ
ぱり職人を育てないといけないわけです。新しく作
ることは、僕らはあまりやりません。これまでのも
のを、次の世代にどう繋げるかということを中心に
やっています。新しい現代版徒弟制度のようなもの
をつくって、ちゃんと基準をつくり、現代にあては
めるということ、当たり前のことだけれども、そう
いうシステムをつくらないと駄目じゃないかと思っ
て、今、篠山でやろうとしています。
佐々木氏：大南さん、どうぞ。
大南氏：もともと僕らも職人を意識していました。
商店街を再生する上で、若い職人達に商店街の長屋
などいろんな所に入ってもらおうと考えて、空き家
改修を始めたら、職人じゃなくて、その動きを見て
いたサテライトオフィスのベンチャー企業が入り始
めたということです。手探り状況の中で、予期せぬ
現象が起こったから、それじゃあ、サテライトオフィ
スに来てもらえば、商店街再生という目的に近づい
ていけそうだ考えて、そっちの方向に走っていった
のです。たまたまです。結果として、サテライトオ
フィス街のようなものができつつあるところです。
だからまだ、職人さんには非常に未練が残っており
ます。
佐々木氏：田中町長、いかがですか？
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田中氏：技とアーティストが同じだと考えたこと
はありませんでしたが、伝統技術を守るのは本当に
大切だと思っています。木曽町では、春慶塗、漆器、
住宅建設です。日本の住宅、日本の大工さんが、今、
もの凄い勢いで減っています。大工さんが高齢化し
年寄りが亡くなっていき、若者の中で大工を目指す
人がほとんどいなくなっています。宮大工は特殊な
人ですが、住宅建設の普通の大工さんもいなくなっ
てしまう。日本では、恐らくあと５０年もしたらまっ
たく変わってしまい、古い家をもう修理修繕する人
がいなくなるのではないかと、危機感を持ちます。
私はこの間、金沢に行って、職人大学を見せてもら
いましたが、ああした運動を起こしていかないと、
日本の文化が衰退すると思っております。
佐々木：金沢の話も出ましたが、私が金沢大学に
いた当時、山出前市長といろんな議論をしてきまし
た。金沢市が、「市民芸術村」を旧繊維工場の倉庫
の中に作ります。そこでは、演劇、音楽、絵画、現
代アートなんかも扱う。その中に職人大学校があり、
行き来ができるのです。先程、人の往来があると言
いましたが、「市民芸術村」の中で、伝統工芸の職
人さん達もいれば、コンテンポラリィアートをやっ
ている若い人達もいて、彼らが自然と交わるような
場所を作っていくことがポイントです。その中で自
然の動きが発生してくるというようなシステムを皆
さん言っておられるんですね。そのシステムをどう
やって準備していくかというところが、従来は欠け
ていたのです。
ただ単にハードな建物を作って、作りっぱなし。そ
の中を活用したり、あるいは古いものでも、古民家
でも、それを上手く活用していくと、そこに隠され
ていた、あるいは眠っていた価値が再発見される。
そのことによって古い技と新しいアイデアが結びつ
くきっかけが生まれるのです。　
　創造都市とか、創造農村というのは、そういう古
いもの新しいもの、異質なものが出会う場所を上手
につくっていくことだと思います。

伝統と創造

男性Ａ：岐阜県立森林文化アカデミーという専修
学校で教員をしています。
　特に創造農村の農山村のことについてお聞きした
いと思います。空間文化や景観という話があります。
地形、自然の繊維、あるいは農林業などは、人の手
が加わってできてきたもので、決して名のあるアー
ティスト、デザイナーさんがした仕事ではない。「用
の美」という言い方もありますが、培われてきたも
のと、今回お話のようなアーティスト、商業デザイ
ナーのような方による、古民家や商店街を再生した
空間は、私の目から見ると、心地の良い美しい景観
に見えますが、この２つは果たして一致するもので
しょうか？　
あるいは、そういった新しい動きが「用の美」とい
うものを、復活させるような起爆剤になるのかどう
か、私自身は感じつつも、確信が持てないでいるん
です。皆さんにそのあたりのことを、お伺いしたい
と思います。
金野：篠山では、今、おっしゃたような、暮らし
というようなテーマでやっているので、暮らしてい
る人が作っているものに重心を置きます。だから
おっしゃっていることは非常によくわかって、私も
いろんなことを考えています。
農村空間とか美しさというものは、本当にそれだけ
でアートなのです。彼らは、名はないけれども素晴
らしい能力、技術をきっと持っているわけです。そ
ういうものを伝えているという考え方であって、そ
の中から少し尖がったものが出てくるとか、何かイ
ンパクトがあってもいいかと思っています。
田中氏：非常に難しい話なんですが、木曽町は伝
統的な文化や技術、いいものを残して、新しい時代
に再生し、活かしていくという考え方できました。
まったく新しいものを、アートとして入れるという
ことはやっていませんが、町にはたくさんの移住者
がいます。こういう人達の中には、創造力を、持っ
ている人達がたくさんいます。すべての時代は進化
していくわけですから、そうして新しい文化が育っ
ていくのではないでしょうか？そうやって時代や歴
史は、作られていくのではないかと思います
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大南氏：僕自身は、あんまり同じになってきたら、
逆に面白くないと思っています。
伝統工芸から入ってくる人、現代アートから入って
くる人、演劇から入ってくる人、いろんな人がやる
から面白いのであって、それを全部同じような形に、
価値観１つに定めていく方が、逆に新しいことを生
み出しにくい気がします。

■創造都市と創造農村
佐々木氏：「創造都市」というものを考えた時と、「創
造農村」というものを考えたときに、例えば都市景
観の美しさは多分に建築家やデザイナーといった
アーティストの意図が非常にはっきりしています。
ところが農村の自然景観は、自然の持っている美し
さ、自然の持っている創造性、このウエイトが圧倒
的に大きいです。
人間が行う技というのは、小さいものだと思います。
そこで、田中町長が言ったように、美しい村を作る
と決めたら、まずその景観を保全するところから入
ると思うんです。自然景観の美しさを取り戻す。取
り戻した先に何か少しでも新しいものを付け加える
かどうかというのが、美しい自然景観と向き合った
時に、創造的な活動をする人達の配合の仕方ではな
いかと思っております。
　例えば今、現代アートのトリエンナーレをやって
います。瀬戸内海では「瀬戸内国際芸術祭」、大都
市では「あいちトリエンナーレ」をやっています。
この「瀬戸内芸術祭」と「あいちトリエンナーレ」
を比較すると、僕はそのことを非常に実感します。
　瀬戸内の場合は、ベネッセの会長が、小さい頃か
ら自分が慣れ親しんでいた瀬戸内海の美しさが工業
化の中で、どんどんどんどん汚されていくのを見て、
それを何とか戻したいという、それが瀬戸内の復権
なんですね、大きなテーマです。これにはまず瀬戸
内がもってる美しさを、人々が生活レベルで再建す
ることから始めないといけない。
　例えば、豊島では、産業廃棄物の山ができた。そ
こをアートで再生しようとしたときに、「金沢２１
世紀美術館」の設計者である西沢立衛さんが、豊島

美術館をつくった。島々が見える丘の上に、自己主
張するよりも、むしろその中に溶け込むような美術
館、そこで自然と対話ができるような美術館を作っ
た。
　彼には、圧倒的な自然の持っている景観美という
ものが、まず出発点にあった。ところが「あいちト
リエンナーレ」のテーマは「揺れる大地」です。そ
の芸術監督に選ばれた五十嵐太郎さんは東北大学で
震災を経験し、「揺れる大地」をテーマにした。そ
こで選んできたメインのアーティストはヤノベケン
ジさん。彼の作品は、愛知芸術センターの中に「サ
ン・チャイルド」という大きい造形物があります。
彼がかつてチェルノブイリを視察したときに、チェ
ルノブイリの保育園で、子供達がいなくなって、誰
もいない中で拾った人形からインスピレーションを
得て、２２世紀、２３世紀の未来の核戦争の中でも
生き延びれるような、姿の人形をモチーフにするん
ですけれど、これには巨大な自然科学が破壊的な力
がやってきた時に、人間がどう立ち向かうかという
強いメッセージを持っています。それが、愛知芸術
センターのど真ん中に立っているんです。それは、
これまでの文明がつくってきた大都市が持っている
問題と向き合うアートの力です。

都市と農村の大きい違いは、自然の圧倒的な造形
美の中でアーティストが非常に小さい存在として自
覚できたアートと、人間の営為の積み重ねである大
都市で出くわすアートとの違いです。そういったも
のを感じます。だから、創造農村といった場合、農
村景観とか農村の美しさ、自然の美しさというのを
第一に考える。ここを外してしまうと、創造農村の
存在の意味がないと思っているくらいです。
男性Ｂ：福岡県京都郡みやこ町という非常に小さ
な町から参りました。「スローラボ」というＮＰＯ
をやっております。クリエイターとは、アーティス
トとか、特殊な人と考えずに、創造的暮らし手だと
自分達の活動の中で言っているんですけれども、誰
もがクリエイターであるという考えのもと、いろん
な活動をしています。私の住んでいる町も、やはり
過疎高齢化が進んでいますが、地縁、血縁というも
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ので成り立っているこの町を変えていくには、新し
い価値観というか、違う縁というか、新しいレイヤー
層をつくっていかなくてはいけないという思いで、
私どものＮＰＯに共鳴してくれる人達とつながりな
がら、活動をしているところです。パネラーの方々
の実例を参考にさせていただきながら、良い所を普
及させて、自分の地域が発展することができればと
思っています。

先ほど、入内島さんが、すでに町に移住して来ら
れた方が、離れていったことがあったと言われまし
たが、アートやまちづくりに取り組むために移住し
て来られた方が離れていく原因と、それに対して、
どうすれば地域が持続的に発展することができるか
伺いたいと思います。
入内島氏：中之条という小さい町の小さい事例で
しかないですが、アーティストは、自分達を待って
いてくれる地域に行きたいという気持ちがあると思
います。「中之条町にアーティストが、移住し始めた」
という記事が載り始めると、「私も移住したいです
けど、どうすればいいですか？」という電話もあり
ました。ただ本当に移住できるかと言うと、そうで
はない。例えば、山重さんという総合プロデューサー
は、電通の仕事をしていますので、東京都と中之条
を行ったり来たりしています。中之条に住むことも
可能ですが、移住しないアーティストが、圧倒的に
多いと思います。

アーティストで食べていきたいけれども、３０歳
くらいまで頑張って、やっぱり食べていけなくて、
普通の人になるという人が、日本ではすごく多いと
思います。そういう彼らにチャンスをくれる町があ
れば、行ってみたいと思うんですよね。私はそうい
う方針でやっていて、アーティスト５０人移住して
もらうのを目標にしよう言っていたので、彼らとも
話をしたり、直接接するようにしていました。そう
すると、移住者がだんだん増えて、１０人くらいま
でいったんです。役場の嘱託職員になってもらった
りしていました。

でも、私が辞めて、選挙もなく無投票で新しい人
が町長になっているんですが、前任者の方針は、な

かなか受け継ぎづらいところがあります。しかも、
こういうアーティストみたいな分かりづらいこと
は、議会も「文化で町が良くなるのか」と平気で言
います。「経済は文化のしもべ」と福武總一郎さん
は言っています。そこを分かってないと、アーティ
ストはすーっと居なくなってしまいますよね。それ
を分かって、彼らをちゃんと受け入れられるかどう
かが地域の力だと思います。
　「若者、馬鹿者、よそ者」を、私はすごく良い意
味で言っているんですけれども、その３つを揃え持
つ人はいないです。アーティストは３つとも持って
いますから、そういう人達をいかに町に引き込む
かってことが、本当に大事だと思うんです。その辺
が分かってないのが一番残念なところです。
大南氏：神山の場合は、基本的に、去る者は追わ
ずというか、離れていくというのは、ある面、人の
気持ちの移動の問題なので、防ぎようがないと思っ
ています。結局、神山に入ってきた人達が、自分達
の夢とか思いを実現する際に、受け入れ側としてど
れだけお手伝いできるかが、１つのポイントになる
かと思います。よそでは断られたけれども、神山だっ
たらやらせてもらえるらしいといった感じで若者が
入ってくるわけです。現このように断らないことを、
１つの価値として続けていたら、結果的にいろんな
人達が入って来て、彼らのネットワークに繋がって
いったのかなと思います。
　でも、実際に事業をやるのは彼ら自身で、地域の
人間はサポート役になります。彼らが上手くやり遂
げたら、そこから新しい人間関係ができて、また違
う人とつながって新しいことを生み出していくと
いった連鎖反応を起こしていく気がします。
田中氏：今「手仕事市」を、町のあちこちでやっ
ていますが、木曽町には３８人の木工作家が来てい
るんです。木曽では技術専門学校が隣町にあります
が、そこで学んだ人達の中には、一流企業で頑張っ
ていたのに、突然、考え方を変え、生き方を変えて、
専門学校にやって来て、木工技術を学んで、木工作
家になった人もいます。「ちっとも売れないもんだ
から、生活に苦労しているんではないか？」という
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人達を支援したいと思って、町の規則を作ったりも
しましたが、なかなか難しいですね。町が買い取る
ということもできませんし、会社を作って、彼らの
作品を集めて販売するのはどうかなど、私自身も非
常に悩んでいます。
　そういうことを大事にしていかないと、日本の未
来は淋しいと思います。皆さんの中で知恵があった
ら、是非、知恵を貸していただきたいと思います。
佐々木：今の質問の中でいくつか関係するテーマ
があったと思いますが。１つは、中之条のように、
入内島さんが在任中に３回やられた「ビエンナー
レ」。町長を引退された後でもどうやって続けるか
という話でしたが、これが順調に展開していければ、
アーティストも、まだまだ希望が持てますよね。
　「ビエンナーレ」や「トリエンナーレ」を長くやっ
ている世界の町がどれくらいあるか調べましたが、

「ベネチア　ビエンナーレ」は１００年やっている
んです。１世紀です。１世紀やる間に、相当、たく
さんの市長が代わっているわけです。でも続けるよ
うなシステムやノウハウがある。この回答の１つは、
行政ができることと、ＮＰＯや市民セクターができ
ることが、それぞれあって、うまく分担できている
ことだと思うんですね。
　例えば、神山町は、行政は頭が固いかもしれない
けれど、ＮＰＯのグリーンバレーは、凄く先進的で
す。行政の限界をカバーしているわけです。あるい
はノオトのような一般社団法人と行政がＷｉｎ－Ｗ
ｉｎであればもっと効果が高いです。「創造都市」や、

「創造農村」ということで、明確な意識を持てやっ
ておられる首長さんが、ずっと続けばハッピーだけ
ど、そんなことは必ずしもあるわけではない。世の
中紆余曲折があります。
　金沢で十数年、「創造都市」を推進しているのは、
その間、市長が代わられたりするけれど、「金沢経
済同友会」という経済団体が「創造都市会議」を毎
回開催しているからです。
町村の中で、どういうプランがあって、どういった
推進母体を、それぞれの町村のケースに合わせて作
り出していくかというのも大事なことではないかと

思っています。決して行政だけで持続可能になるも
のではないと思います。
男性Ｃ：信州大学の加藤と申します。２点伺いた
いと思います。
　１つは「創造農村」というコンセプトをどう考え
ているのかということ。もう１つは、今、アベノミ
クスと調子のいいこといっていますが、まさに右肩
上がりから、高齢化社会、減少社会という状況になっ
て来ているという中で、この「創造農村」という概
念を我々がどうクリエイティブするか、というのが
今、我々に投げかけられている課題です。それは別
の言葉でいうと、農山村の再生という概念だったり
します。その時に、いつも気になるのは、「生業（な
りわい）と営みの場である集落」。皆さんは、コミュ
ニティと横文字を使いましたけれども、私は共同体
という問題でいいじゃないかと、どこに違いがある
のだろうという気がします。
　ところが、コミュニティ、共同体はよそ者が来る
のを拒否する場合もある。そういう意味で共同体が
持っている両義性、これをどういう風に皆さん考え
るのか、このことを考えない限り、「創造農村」は
実現しないのではないか、という感じがしています。
佐々木：今の質問ですが、本当は最後の答えとして、
皆さんに一言ずつ答えていただこうと思っていたの
で、それまで皆さん、ちょっと考えていて下さい。
皆さんの答えを、全部かき合わせていった時に、グ
ローバル資本主義が荒れ狂う中で、いったい過疎の
小さなコミュニティや共同体に、未来があるのかと
いうような疑問に、１つの道筋が与えられるのかも
しれないと思っています。答えは後の楽しみにして
おきましょう。
男性Ｄ：長野県の木曽地方事務所の者です。移住
や空き家について、それぞれ先生方のお話があった
ので、興味深くうかがいました。金野先生の資料の
中で、「空き家が流動化しない理由」を書いてあり
ますが、「仏壇が残っている」「盆や正月には子ども
が帰ってくる」「変な人に貸すと近所に迷惑がかか
る」というようなことがあがっていると、これは絶
望的だと思ってしまいますが、貸せない理由を創意
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工夫でクリアーしていくヒントをもう少しいただけ
ますか。
　あと、同じ資料の中で、最後時間で説明いただけ
なかったのですけれど、「「伝統的建築物を活用する」
制度枠組みが必要」というようなワードを、ちょっ
と教えてください。
金野氏：その建物がどう使われるかというのが地
域で合意されると、流動が始まると申しました。例
えば、「仏壇が残っている」から貸せないとありま
すが、我々の集落では、仏壇が残ったまま、宿泊施
設として貸していました。普段は、お客さんが来て
泊るんです。何故か開かない襖が１枚あるだけなん
です。そこには仏壇が、ちゃんとあるんです。そこ
を持ち主の方は、年２日、お盆と正月に帰ってくる
だけなので、この２日の優先宿泊権利を持ち主の方
に与えます。そうすると、カビ臭い家ではなくて、
草が生えている家じゃなくて、奇麗な宿泊施設に
帰って来て、法要をしてそこに泊まって、なんなら
フレンチを食べて帰れるわけです。創意工夫とはそ
んなことです。
　家が片付いてなかったら、行って片付けたらいい
んです。「片付いてない」と持ち主の方に言われた
ら「僕ら片付けます」と言っておしまい、そんな感
じです。
　もう１点聞かれたことは重要なことなんです。日
本の国は、古民家など伝統建築物を文化財として指
定して保存するという制度があります。しかし、文
化財指定された建物の約１，０００倍くらいの、指
定されていないけれど価値のある建築物がありま
す。これを活用するという制度が、日本にはありま
せん。おかしいでしょう？　ヨーロッパに行ったら、
街角の古い建物にカフェがあったり、Ｂ＆Ｂがあっ
て、そこに泊まったりできます。しかし日本ではそ
ういうのをつくってはいけない制度になっているん
です。これは改めなくてはいけない。現在、「国家
戦略特区」の取り組みを進めています。上手くいく
と１０月に、この制度が動きます。「建築基準法・
旅館業法・消防法などの一体的な規制緩和」を、内
閣府に持ちかけている段階です。

女性Ｂ：山梨で教員をしていましたが、今は長野
県で農ある暮らしと仕事を求めて移住して、取り組
み始めた者です。今日の話をうかがってとても勉強
になった、確認できたなと思ったのは、その地域に
ついて考える時の順序です。往々にしてＩターンを
増やすとか、人口減少をくいとめるとか、少子化に
対応するとか、耕作放棄地を解消するということを
目標において、それに向かっていくと考えがちです
けれど、そうでなくて、あくまで結果だというよう
なコメントが複数の先生方がされたと思います。
　それが、結果であったとして、例えば、景観保全
だとすれば、何色にするかとか、どう揃えるかとか、
草刈りを何回やるかとか、そういうことではなく、
生業が成り立ったり、やりがいを持って農業に取り
組めるという社会的な環境があって、初めて景観保
全がなされると思っています。そうしますと、小さ
かろうが、限界集落と言われようが、そこの条件を
活かして、一生懸命やっていくんだという人々の営
みが、まずあって、それが結果として、政策的にみ
て成功と言われる時もあれば、政策的に日の目を見
ないということもあると思うんです。しかし必要な
のは、その手前のプロセスをつくることだというの
が皆さんのお話で分かりました。
　例えば大南さんは、「芸術家にとって場の価値を
生むような地域をどう作っていくか」と言われまし
たし、金野さんは、「行き交うということを生む」
とおっしゃいましたし、入内島さんは、「空間デザ
インの運営をアーティストに委ねながら、それを育
てていく」とおっしゃいました。表現はそれぞれで
すが、プロセスをどう作っていくかってことを、教
わった気がします。
　しかし、そのプロセス自体は、やはり担い手、そ
の地域に固有のものなので、容易には真似できない
ように思うんです。そこを承知で伺いますが、そう
いうプロセスはどうやったら生まれるのでしょう
か？
大南氏：結果的に面白いものが生まれるスタート
は、本人自体が「こんなことをやったら楽しい」と
いうことから始まるような気がします。例えば、グー
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グルをつくった人も「なにか面白いから、やろう」
からスタートして、それをずっと掘り進んでいくう
ちに、結果として社会の課題が解決していく。神山
ではよく、「大南さん、もうアーティスト・イン・
レジデンスの使命は終わりましたね」「これだけサ
テライトが入って来て、移住者が入って来ているか
ら、もう、やらなくてもいいじゃないですか？」と
言われます。でももともとアーティスト・イン・レ
ジデンスに使命を与えていたわけではないんです。
地域の住民達が、アーティストであれば、自分達の
力で町に呼んで来られる。お接待の文化が根付いて
いるから、そのお世話はできる。そして、自分達も
その制作に加わるような形になればもっともっと

「面白くなるよね」というところからスタートする
わけです。それからいろんなことが発生していきま
す。
　物事っていうのはやっぱり、やってみないと分か
らない。サテライトオフィスに来る人は循環してく
る人だから、雇用を生まないと言われたが、２年間
で２０以上の雇用を生み。移住には結びつかないと
言われたが、４、５世帯が移住し、神山で働くこと
になった。とにかく最初は、面白いとか、こうやっ
たら楽しいよねっていうことから入っていって、内
にいる人達が楽しそうにしていたら、その場は外か
ら見ても楽しいわけです。
　みんなが頭を突き合わせて、下向いて「限界集落っ
て辛い」と言うようなところには、入っていきたい
と思わないじゃないですか？　人間、やっぱり辛い
状況にありながらも、前向きに真剣にやっていくこ
とで、「おれも一緒に参加してやろう」という人を
引っ張ってくるのであって、自分達が直向きに、少
しは良くなっているはずだと信じながら一歩一歩前
に進むことだと思います。
■伝統芸能
男性Ｅ　木曽町出身で、サポーターズ倶楽部の会
員でもあり、今日は京都から来ました。和太鼓の底
辺を広げる仕事をして、人々がハッピーになるため
に、人間的なコミュニケーションを豊かにすること
を仕事としてやっております。

　先ほどの話、本当に勉強になって、とても素晴ら
しいなと思いますが、全体としてはアートといいな
がら、芸能というものまでは意識があまりされてな
いかなと。
　例えば、第２次世界大戦後に日本中に芝居小屋は、
１，０００以上あったのが、今はもう１００もある
かないかと言われています。各農村地帯には地歌舞
伎、あるいはさまざまな神楽、芸能があって、祭り
を中心として、人々のコミュニティがすごく発達し、
その中に豊かな人間関係がある。
地域の中で、住民が主役となって表現することが祭
りという形に象徴的に表れていると思うんですが、
そのようなことをもっと意識して、「創造農村」とか、
あるいは、「創造都市」ということに、私は力を入
れていきたいと思っています。
入内島氏：中之条町は人口１万８，０００人しかな
いですけれども、獅子舞と神楽が２４あります。子
供も少なくなっているんですが、２４の集落で残っ
ているんです。たぶん、この人口規模で、こんなに
残っているところは、日本でもないんじゃないかな
と、群馬県だけは調べてみたところ、人口対比でみ
ると断トツで多いです。
　そのことに最初に気付かせてくれたのは、アー
ティストでした。アーティストが入って来て、町の
パンフレットをつくるときに、神楽などの伝統芸能
を前面にもってくるわけなんですね。住んでいる人
達は、あまり気付かなくて、当たり前だと思ってやっ
ているんですが、遠くから見ると、これがいかに素
晴らしいことかを、改めて教えてもらった。私も、
そのことに気づいて数を数えて、あまりに多いのに
ビックリして、これらを残していこうと再認識する
ようになりました。
佐々木：私が印象に残っているのは、東日本大震
災で被災された方々が、再び勇気や希望を持って暮
らし続けられるかどうかっていう時に、伝統芸能の
力が根源的だということがあちこちで報告されてい
ます。私も、神楽の復興のお手伝いをさせてもらっ
たことがあるのですが、実は東北地方に、あれだけ
たくさんの伝統芸能があるというのは、歴史的に非
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常に大きな被害が繰り返されて来たからではないか
と思います。亡くなった方を弔ったり、自然の猛威
を受け止めながら、特に生き残った人達が本当に、
勇気を持って生きられるかっていったときに、伝統
芸能は、まさに人々の心を奮わす力があるんだろう
と思うんです。それをアーティストが再発見すると
いうことなんだと。
男性Ｆ：信州大学の医学部を出たあと、東京で医
者をやっています。お伺いしたいのは、村というと
思い浮かぶのが、村八分とか。いい言葉ではないで
すが、特に何が気になるかというと、皆様がやって
いる「創造農村」て、医療とか教育のインフラを、
今後どうやって考えていくのかということです。
　「村の子ども達は、結局、都会の高校に行かない
といけない」とか、「年を取ってくると、うちのお
婆ちゃんは息子が都会にいるから、都会の方に引っ
越すことになった」という話をよく聞きます。創造
的なエネルギーを持って、教育、医療などの問題を
どのように解決していくのかということを、ぜひお
聞かせ願いたい。木曽町では既に先進的にやられて
いるようなのでお伺いしたい。
田中氏：木曽町もどんどん過疎が進んでおりまし
て、合併してから、人口が１１％減少しました。若
者が都会に出ていって帰って来ないということが大
きな原因です。私は、「ここで食っていけない」こ
とが、一番大きな原因になって、都会に出て、都会
で暮らし、村の年寄りが一人で暮らせなくなると、
都会へ呼ぶという形で人口が減っていくと考えてき
ました。しかし、日本の農村が、どんどん崩壊して
いくことになれば、日本の国家そのものが、持たな
いのではないかと思います。
　２０１１年２月、国土交通省の長期展望委員会が、

「２０５０年の日本」の中間報告を発表しました。
それを見ると４０年後に、山村は６１パーセント人
口が減り、山村の２割は、無居住化すると書いてあ
る。無居住地域には色が塗ってあり、都市部を除い
て日本中が真っ赤です。北海道、四国、東北地方も
真っ赤ですし、木曽も真っ赤です。山村人口が今の
４割になるということですから、もう大変です。

私は、そういう日本であっては日本の未来がない、
何とかしてここで暮らしていける社会を作っていか
ないといけないと思って、新しい日本の未来、日本
の国づくりために、「創造農村」の地域づくりに取
り組むことは、戦いだと思っています。
　頑張っていくうちに国民の意識もだんだん変わ
り、価値観が変わっていく。価値観が変わらないと
農村は生きていけないですよ。儲けた金で、楽しく
贅沢して暮らすことが幸せだと考えているうちは、
日本の社会は変わらないと思います。価値観が変わ
り幸せとは何だとか、人間が支え合って生きていく
社会でないと農山村は守れないとか、こういうこと
に気付かないと、きっと木曽も守ることができない
のではないかと思っています。
佐々木氏：医療の問題で言いますと、信州では佐
久総合病院が世界的にも農村医療のトップクラスで
す。そこでは今、地域交流が病院をコミュニティの
中心にして展開されている。病気になってから患者
として訪れる前に、日常的に生活レベルで予防医学
に努めている。そういった実践が各地で始まってい
る。病院が持つコミュニティ再生機能に着目したい
ところです。
男性Ｇ：私は地元の高等学校を経て、最後は定時
制で教師をしておりました。さっき田中町長さんが、
八澤春慶の話をされていましたが、八澤春慶の塗職
人は、いくらでもいます。一番問題なのは、木地を
つくる後継者がいないことなのです。今、木地をつ
くる職人は９０代。私が担任をしました４５歳の木
地職人は、ここでは生活できなくて、よそで生活し
ています。１５年後には、彼がただ１人の木地職人
になるでしょう。木地職人はもう絶滅状態です。私
は、日本木地師学会を１９８３年に設立した１人で、
約３０年間にわたり、雑誌を延べ約４, ０００ペー
ジ編集してきました。編集しながら、後継者をどう
つくるのか、木地師、木工挽物の職人をどうつくる
のかが、研究者である私の宿命だったわけです。具
体的に取った対策として、岐阜県、鳥取県、岡山県
で木地師を「人間県宝」にしていただきました。そ
れは個人の名誉というよりも、後継者の問題です。
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　私どもは、江戸時代以降を中心に木地師研究をし
ていますが、彼らは山から山を転々と歩いて移動し
た人達です。さっき福岡県の方が、みやこ町と申し
ましたが、ここもやはり木地師の集落があります。
四国の半田町、群馬県の上野村にも、木地師の集落
があります。彼らは転々としながら、その地域の産
業を打ち立てていく。会津漆器、輪島漆器も、すべ
て木地師が基をつくったのです。
佐々木：私も金沢の伝統工芸を調べている時に同
じような思いを持ちました。そこのところが欠けた
ら、蒔絵づくりとか、加飾だけではできないですね。
そういうベースのところをつくる人達に光を当て
る、これは「創造都市」「創造農村」の中でも大事
なテーマだと意識していますので、ぜひ一緒にやっ
ていきたいと思います。
　では最後に、４人の方に「創造農村」を一言で言っ
てもらって、まとめてたいと思います。それでは入
内島さんから。

■創造農村とは
入内島氏：一言では難しいですが、根底ではどう
生きるかという価値観が変わっていかないといけな
いと思います。グローバリゼーションがすべてとい
う価値観の中では、農村は魅力がないかもしれない
けれど、その価値観をちょっと変えた時に、農村の
持続可能性ではなく、持続価値というものがみえて
くると思います。それを生み出すのが「創造農村」
の役割ではないかと思います。
大南氏：今日まで日本の地方において、集落は血
縁者に託して受け継いでいくのが一般的だったと思
います。ところが、現在はその地域における世代間
の循環が、プツリと切れてしまっています。そこで、
今度は「誰が継承するか」に固執せずに、「何を受
け継いでいくべきか」に視点を移していくと少し見
え方が変わり、スッキリとしたものになる気がしま
す。
　「創造農村」とは、地域に住んでいる人と、新た
に地域に入って来た人達が共につくる新しい暮らし
の形、新しい暮らしの場だと思います。

金野氏：創造農村が何かということについては、
私ども篠山で昨年、第２回の「創造農村ワークショッ
プ」をしたときに、同じように悩みました。
 創造性の源泉というのは、「職人の仕事（Ｏｐｅｒ
ａ）に込められた生命の発露」、これは佐々木先生
の言葉です。ある土地、環境に働きかけること、職
人の技術と魂が、何か新しいものを、その空間に生
み続けていくこと、これを創造と解釈しました。そ
ういうものが起きる場所を「創造農村」と捉えてい
ます。
　お百姓さんは、百の能力があるという意味ですよ
ね。お百姓さんも「創造農村」を支える人材だし、
工芸をやっている人もそうだし、その他、お祭り、
芸能とか、そういうのも含めて、創造的なものとし
て受け止めています。
コミュニティの捉え方は、大南さんと一緒です。両
義性というものは閉鎖的なものだと否定せずに、大
いなる前提としておいた上で、物事を考えます。そ
れが息苦しいんだったら、どうやって空気を抜くか、
みんなで考えるのがよいですね。その閉鎖性が駄目
だから、なにかふわっとしたネットワーク型で人間
関係をつくりましょうなどとは考えないですね。　
田中氏：私は、天より地を活かした地域づくり、
と言ってきました。地産地消の産業づくりというこ
とも言ってきました。そこに住み、地域にあった産
業をつくり、そして暮らせる社会をつくらなければ
いけないのではないかと思っています。
　それが「創造農村」であり、文化だと思います。
文化を、例えば、狭く捉えるのではなくて、広い意
味の文化として捉える必要があるのではないかと、
いうふうに考えます。
佐々木氏：それぞれ非常に含蓄のあるお話をいた
だきました。あともう１人、お話をいただきたい方
がいます。北海道東川の町長の松岡市郎さん、お願
いいたします。
松岡氏：来年、私ども北海道の「写真の町」東川
町で「第４回創造農村ワークショップ」を開催をし
ていただくことになりました。
　私達の町は、本州の皆さん方の手によって開拓が
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始まってちょうど１２０年目にあたります。創造農
村ワークショップが、未来のまちづくりの参考にな
るのではないかなと期待しております。
　もう少し話させていただきますが、私達の町です
けれども、いろいろなものがないです。全国的に珍
しい町だと思います。鉄道がない。国道がない。上
水道がない。だけど人口が、１０年で４００人くら
い増えている。という不思議な町です。ですから、
その不思議さを、ぜひ発見して欲しいと思います。
　私ども行政に携わっておりますと、北海道はもと
もと “ 疎 ” で、過疎です。ですからその “ 疎 ” に、
どういう価値をつけていくかと、いうことが私達の
役割ではないかと思います。そういう価値をつける
というのが、文化であったり、芸術ではないかと思っ
ています。そして最も大切なことは、３つの「わ」
だと思います。
　１つ目の「わ」は「会話」です。今住んでいる人
も、これから農村に住む人達も、しっかりと対応で
きるまちづくり。「会話」のできるまちづくりをど
う進めるかです。
　２つ目の「わ」は「調和」です。自然と文化の調
和をどう図っていくのか。あるいは新しく来た人と
古い人との調和をどう図るかということ。
　３つ目の「わ」は、「支え合う和」をどう図って
いくかということ。この３つの「わ」が、大切だと
思っています。
私達の町も日本一が、たくさんあります。木曽町と
同じように。どんな日本一があるか、旭川空港に日
本一近い。そして、旭山動物園に日本一近い。ぜひ
お越しください。お待ちしております。
佐々木氏：これでシンポジウム終わりです。どう
もありがとうございました。

＊本稿は２０１３年８月２５日に長野県木曽町で開
催された「第３回創造農村ワークショップ」での議
論をもとに加筆修正したものである。

    


